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バークリとバステーブル研究の周近
—ァイルランドを訪ねて一一
戒
? ?
夫
ヒースロー空港の第 1ターミナルから念願のアイルランド旅行に飛立ったの
は， 1年間の在外研究期間も残り少くなった昭和48年3月20日の昼下りであっ
た。 10日前の 3月8日に死者 1名負傷者213名という多数の犠牲者を出し，セ
ントラルロンドンをひと時恐怖のどん底に落し込んだIRAによる爆弾事件の
所為であろうか，搭乗前の手荷物のチェックは例になく厳しいように思われ
た。アイルランド問題の波紋を諸にうけたこの不気味さと不快感も，ひとたび
機上の人となるや，忽ち記憶の彼方に消え去ってしまった。そして，ロンドン
からダプリンまで約 1時間の機内で，これから始まる 8日間の旅行計画をもう
一度検討してみる余裕ができたのも，快晴に恵まれて機体の揺れを殆んど感じ
ないほど極めて快適な空の旅に心が和んだからであろう。
今回の調査旅行には 2つの目的があった。ひとつは，経済思想家としてのジ
ョージ・バークリ (GeorgeBerkeley, 1685~1753) 1>に関する諸文献をその地に
収集すると共に，彼が少年時代に学んだキルケニー学校 Kilkennyschoolと
教区監督として18年にわたって生活し，その間初期イギリス経済学の古典のひ
とつ『問いただす人」 (TheQuerist, containing several Queries proposed to the 
consideration of the Public. 3pt. Dublin, 1735~37.)2>を執筆したクロイン Cloyne
1)経済思想家としてのバークリについては，拙稿「経済思想家としてのジョージ・バー
クリィ」 (1)(2)(3)(『関大経済論集」第18巻第3号，第21巻第1号，第2号）を参看。
2)川村大膳，肥前栄一訳「バークリ 問いただす人』 (1971)東京大学出版会。
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を訪れることであった。ふたつめは，イギリスで初めて体系的な財政学書を刊
行し，また明治期において我が国への西欧財政学の導入にも，イタリアの］レイ
ギ・コッサ ((LuigiCossa, 1831~'96)ほどではないけれども3)' 一定の役割を
果したと思われる， 「忘れ去られた経済学者」バステープル (C.F. Bastable, 
1855~1945)関係の資料を収集することであった。両人共ダブリンのトリニテ
ィ・カレッジの卒業生であり，また母校と緊密な係りあいがあったので，筆者
の採訪もダプリンから始めたわけだ。
1. ダブリンにて
A. バークリ採訪
ダブリンに到着して先ずはじめに訪れたところは， MerrionSquare West 
にある NationalGalleryであった。アイルランドの誇りとするバーナード・
ショー (GeorgeBernard Shaw, 1856~1950) の立像が建っている玄関を入り
左へ曲って進むと NationalPortrait Gallery がある。 ここはロンドンの
Portrait Galleryとくらべ規模が小さく，またイギリスおよびアイルランドの
社会経済史上で活躍した知名の士のポートレイトの数もさほど多くない。筆者
の関心は，ここにあるクロイン時代のバークリの肖像画にあった。彼のポート
レイトはロンドンの PortraitGalleryにもあり，ヒューム (DavidHume, 1711 
~'76)の肖像と並んで展示されているデリーの副監督時代 (1725年）の気品のな
かにも野心あふれた姿を見によく訪れたものであるが，ここの肖像は1737年頃
というから，丁度『問いただす人」の第 3部が出版された時期に描かれたもの
である 4)。バークリは例の「Iミーミューダ計画」5)を実行するため， 1728年9
3)杉原四郎「西欧経済学と近代日本」 (1972)未来社所収，第三章「L・コッサの溝入
と影響ー一財政学・経済学史・方法論一」参看。
4) Irish Portrait, 1660~1860. London, 1969. p. 36. 
5)「バー ミュー ダ計画」については， LuceA. A., Berkeley's Bermuda Project and 
his Benefactions to America Universities. Proc. of Royal Irish Academy, Vol. 
42 C6, 1934. が詳しい。
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月初旬，グリニッチからアメリカヘ船出したとき，ひとりの画家を一行に加え
たり，またクロイン時代には，自宅に外国の有名画家の作品をいくつも飾って
いたそうであるから 8),絵画に対する興味はかなりのものであったようである。
Galleryを出て通りを南にさがると，木や花園におおわれ，滝や人造湖で変
化に富む美しい St.Stephen's Green Parkにつきあたるが，その少し北側
の DawsonStreetに TheRoyal Irish Academyと附属図書館の建物が
立っている。 1785年5月に創設された王立アイルランド学士院 TheRoyal 
Irish Academyが現在のところに移ったのは1852年のことであった。学士院
に房わしく落着きのある建物の中へ入って行くと，読書室に通じる廊下の左右
の壁にいくつかの肖像画ー一恐らく学士院の発展に貢献した人々であろう一
が掲げられていた。筆者のここでの目的は，当図書館の有名なプック・コレク
ションのひとつである CharlesHaliday Pamphletsの或る匿名小冊子を調
べることであった。 1867年 1月，ハリデイ夫人から贈与されたコレクションに
は，手写本や印刷本だけでなく， 1578年から1866年までに出版された 2万5千
を超える主としてアイルランド関係のバンフレット類が含まれていたが，その
後年々追加され現在では凡そ 3万に達している7)。それらの目録も，アカデミ
ーの司書の編集により， 1870年に出版されているが， これらの第117巻に『ア
イルランド経済学」 (1907)の著者ワグナーがバークリのものと推定した "A
Proposal For The Relief Of Ireland, By A Coinage Of Monies, Of 
Gold and Silver; And establishing a National Bank. Dublin, 1734."が
収められている8)。わずか28ページの匿名のパンフレットの著者をバークリと
推定した根拠を彼は全く示していないけれども，バークリの『問いただす人」
6) The Works of George Berkeley, Bishop of Cloyne, edited by A. A. Luce and 
T. E. Jessop. Vol. VI. London: Nelson, 1953. reprinted 1964. (以下 WorksVIと
省略） p. 110, footnote 1. 
7) The Royal Irish Academy and its Library. Dublin, 1971. p. 1. 
8) Wagner, H. R., Irish Economics: 1700~1783. London, 1907. reprinted 1969. 
by A. M. Kelley. p: 4. 
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の中にこれが引用されていることは周知の通りである。すなわち，初版第 2部
の質問226「国立銀行という考えのもとに， アイルランドにおいて設立を企図
されている銀行は，・・・・・・名目のみ国立のイングランドやスコットランドの銀行
のように，事実上私人銀行なのではなかろうか。」の註に引用された文献がこ
れである 9)。
『一提案』の発行年はロンドン版が1733年でダブリン版が1734年である。
1733年といえばかれの『視覚の理論」 TheTheory of Vision Vindicated 
and Explained の出版された年であり，他方， 1734年は「バーミューダ計
画」の失敗した末にかれがクロインの監督として13年振りにアイルランドヘ舞
い戻って来た年であると同時に，『分析者」 TheAnalystを出版した年でも
あるが，『視覚の理論』と『分析者』は共にロンドンにおいて匿名の形で公表
されたものである。当時のバークリの著作にはこのように初め匿名で出版さ
れ，後になって著者の名の明らかにされたものが沢山あるけれども，このパン
フレットに関する限り，これまでのところ著者が誰であるかを考証した研究は
見当らない。この種の推定が極めて困難な作業であることは，既に秀でた先学
の指摘するところであるが10), 念願の原本のコビーを入手したいま， 非力な
がら全体としての論調や文体， 『問いただす人』の初版の根幹をなしていた国
立銀行論との関係等々を入念に分析して，その結果を別の機会に発表する予定
である。
ところで，筆者のダブリンで入手しようと試みたものがもうひとつあった。
Joseph Johnston, Bishop Berkely's Querist in Historical Perspective. 
Dundalk, 1970. がそれである。昭和47年5月上旬， ロンドンに到着して間も
なく TheBritish Museum Libraryでバークリ関係の最新の文献を渉猟し
ていたとき，索引カードのなかにそれを見つけて以来，現物を手に入れようと
9) Works, VI. p. 156. 邦訳， 73ページ。但しこの質問及び註は再版以下で削除されて
いる。
10)杉山忠平「貨幣改鋳論争における一発言者」（『金融経済』 89号， 1964年， 16ペー ジ）。
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ロンドンだけでなくオックスフォードのめぼしい新刊書店や古本屋にまで足を
運んだが徒労に終り， 遂に新年早々出版元の DundalganPress11)へ該書
の在庫の有無を問い合わせ，返事の届かぬままアイルランドに旅立ったわけ
だ。
ダプリンの繁華街 Lower0℃ onnell Streetにある Eason& Son, Graf-
ton Streetの Stanley's,Gaiety Cornerと Switzer& Co. Ltd. そして
Dawson Streetと新らしく St.Stephen's Greenに開店したばかりのHodges
Figgis & Co. Ltd. 等々ダプリンの代表的な書店やトリニティ・カレッジ内の
書籍部，確か NassauStreetであったと思うが，通りに面した 2階建ての古
本屋まで尋ね歩いたけれども，矢張り無駄に終り，結局現物は筆者が帰国のた
めロンドンを出立するその日の昼に届いたという因縁ずくのものである。
著者のジョンストンは，バステープルの門下で，既に隠退しているが，該害
の出版時はダプリンのトリニティ・カレッジの応用経済学の教授職にあった人
である。彼が「バークリ全集」の編纂者の，ひとり， A.A.Luceの示唆によっ
て経済学を根底とするバークリの社会哲学の研究に志向し始めたのは1930年代
であったm。 このように長いバークリ研究歴を有するジョンストンが， 1873
年に創刊されたダプリン大学紀要 Hermathenaに1938年から1942年にかけて
寄稿した 6編の旧論文を主軸にして 1冊の書物に纏めあげたのがこの労作であ
る。『問いだす人」はバークリと云う社会観念論者の社会的諸問題に示した反
応であり，そのなかでバークリは荒廃したアイルランドの農村生活を救済する
方法として，全国通貨と信用制度の確立を提唱し，その信用の基礎に貴金属や
貿易差額ではなく，公正な社会における国民所得の平等な分配を置いたという
のが著者によるバークリ経済論の要旨である。彼はとりわけバークリ時代のア
イルランド経済の特異性を指摘し，当時のアイランドの社会的歴史的状況に関
11)北アイルランドとの国境近くの町， Dundalkに所在する一般書の出版社であるが，
ダプリン歴史協会のアイルランド歴史叢書の発行も取扱っている。
12) Johnston, op. cit., p. v. 
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する知識の持ち合せなくしては『問いただす人」の真意を充分に理解し得ない
と読者に留意をうながしているが，このことは 220ページを数える本書の構成
のうえにも強く反映されている。因みに目次を記せば以下の通りである。
緒言
「問いただす人』の諸版本
第 1章伝記風の予備的考察
第2章 旧植民地体制におけるアイルランドの地位
ダイアグノウシス
第 3章キング大監督の考定
第4章 通商制限と貨幣デフレーション
第 5章 1720~21年の国立銀行設立計画の挫折
第6章 18世紀におけるアイルランド通貨
第7章 バークリ貨幣哲学の梗概
第8章 ロック，バークリ，ヒュームの貨幣理論
第9章バークリと類似の貨幣思想家たち
第10章 1700年から1850年までの間における農業地代のひとつのサンプル
第11章 18世紀アイルランドにおける通商拡大と経済の復活
初版本とダプリン版 (1752年）との対照表
『問いただす人」
国立銀行計画概要
アイルランドの愛国者あるいは質問に対する質問
参考文献
索引
ところで，附録の「国立銀行計画概要」 Planor sketch of a National 
Bankというのは「国立銀行計画にかんする手紙」のことであるから，本書に
収録されたバークリの論稿はすぺてバークリ研究者にとって目新らしいもので
はない。更にジョンストン自身の研究論文にしても，本書の中核をなしている
第4章から第9章までは，先にも触れたように，彼がかつて Hermathenaに
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寄せた旧稿を若千手直ししたものである 13)。
そういう意味では彼の諸論文も決して知られざる存在ではなかったけれど
も，論文そのものの特殊性と Hermathena の入手が困難であったことと相
侯って，少くとも我が国においては，彼の諸論文が目に触れる機会の極めてす
くなかったのは否めぬ事実であった。そういうわけで経済思想家としてのバー
クリ研究史のなかで欠落していたジョンストンの諸論文14)をこのように一括
して利用できるようになったことは，バークリ研究者のひとりとして望外の喜
びである。
それはさて置き，本書を一瞥した際にひとつの疑問がすぐにわき起った。そ
れはジョンストンが「バークリの貨幣諸理論」というバークリとケインズの類
似性を強調し，バークリ再評価の先駆けとなったユニークな論文を1938年の
Economic History誌に寄稿しているにもかかわらず15), 本書にこれのみが
再録されていないことである。しかしこれは必らずしもジョンストンのバーク
リ観の全面的な修正を意味するものではない。というのは，ジョンストンが第
9章でバークリと重農学派の先駆であるボワギュベール ((PierreLe Pesant 
Boisguillebert, 1646~1714)との貨幣理論の近似性についてとりあげたとき，ケ
インズとの比較をも行っているが，そこではケインズとパークリとボワギュベ
ールの間には基本的な見解の一致がみられると述べているからである 16)。で
は何故に彼にとっても記念すべき論文を削除したのであろうか。この点をも含
め，ジョンストンのバークリ観を，未完のままにある筆者のバークリ研究の続
稿であらためてとりあげる予定である。
13) 6つの論文のなかで大巾な訂正の行なわれているのは，第9章だけである。そこでは
1文節全体が削除されており，その意味は決して軽いものではない。なお旧稿は1940年
の Hermathena収録論文となっているが，これは1942年の誤りである。
14)拙稿，前掲論文（第21巻第2号）， 173ペー ジ。
15)ジョンストンの当該論文の内容については，前掲論文173~177ページ参看せよ。
16) Johnston, op. cit., p. 98. 
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1735年に匿名でダプリンから発行された『問いただす人』のクイトル・ペー
ジには，「ダブリンにて，｀デイム街の書店G・リスク， G・イーヴィングなら
びにW ・スミスのためにコークヒルのR・レイリイによって印刷される。 1725
年。」とあったm。CollegeGreenにつながる DameStreetのなだらかな
坂道を西へのぼって行くと CityHallのある CorkHillに出る。 13世紀以
来，アイルランドにおけるイギリスの植民支配の中心地であったダブリン城に
隣接するこの CityHallは， かつて王立取引所 RoyalExchangeのあった
ところだ。 CorkHillを中心にこの近辺をそぞろ歩きしてみたが， 『問いただ
す人』の出版社や印刷所は，勿論その痕跡すら見出せなかった。 18世紀のダプ
リンはブリテン諸島の中でもロンドンに次ぐ大都市として栄えていたが，就中
この地区はアイルランドの政治・経済・文化の中心地であった。 Swift,Gold-
smith, Grattan, Malone, Garrick, Peg Woffingtonら当時の有名人士が
Dame Street'や CorkHillを往来する姿を想像しながら， トリニティ・カ
レッジヘ足を運んだのが昨日のことのように思い出される。
B. バステーブル採訪
College GreenとGraftonStreetの合流する道路をはさんでアイルラン
ド銀行とトリニティ・カレッジが向いあっている。 1783年に勅許状を得て営業
を始めたこの銀行の現在の建物は， 18世紀の代表的なビルで1804年までアイル
ランド議会の殿堂として，この国の人民の社会的政治的関心の焦点となってい
たところであるが，いまはアイルランドの経済を担う最大の金融機関の本拠地
として， 380年の歴史をもつこの国の学術・文化の担い手と対面している様は
興味深いとりあわせである。
18世紀後半におけるトリニティ・カレッジの代表的な卒業生であった Oliver
Goldsmith (1728~'74)とEdmundBurke (1729~'97)の石像が左右に鎮座して
17)邦訳，前掲書， 5ページ。なお，訳書では書店の所在地が「デイムズ街」となってい
るが，これは「デイム街」の誤りである。
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いる正門をくぐり抜けると，広々とした緑の美しいキャンパスが目に飛び込ん
で来た。鐘楼へ通じる 1本の歩道を進むとその向う側に赤レンガ造りの古びた
建物が見える。右手の旧図書館と共に1712年に建てられたトリニティご自慢の
ものである o鐘楼の右手の芝生に置かれている故レッキー教授(WilliamEdward 
Hartpole Lecky, 1833-1903) 18)の像を横目にみながら旧図書館の前の小石を敷
いた道をすすむと，右手にモダンな建物がある。これが1967年に完成された新
図書館である。トリニティ・カレッジ図書館はアイルランド最古のライプラリ
イであり，蔵書数は百万冊を超えている。この国の精巧な手写本のコレクショ
ンや初期の印刷本を数多所蔵するなかで， トリニティの誇るものは theBook 
of Kellsである。これは9世紀の初めに Meath州のケルスで新約聖書の4
福音書を手写した世界で最も美しいラテン語の採色挿画本であり， 1611年頃
Meathの HenryJones主教から贈与されたものである。この書は一般にも
展示されているので，それを鑑賞するためにこのカレッジを訪れる人々も少＜
ないと聞いている。
しかしながら，ここでの筆者の関心は別のところにあった。アイルランド旅
行に先立って，トリニティ・カレッジに関する予備知識を得るべ<The British 
Museum Libraryで DublinUniversity Calendar. 1972~73. Dublin, 
1972. をひもどいていたとき，バステープルについてふたつの新らしい事実を
知った。ひとつは，経済学部Facultyof Economic and Social Studiesにバ
ステープルの名を冠した経済学部学生に対する研究奨励賞とでもいうべきもの
があること19), 他は彼の死後，未亡人より個人蔵書がカレッジに贈呈され，
18) トリニティ・カレッジの教授であった彼の有名な蔵書約 2 万冊—主として歴史関
係ー 一ー は1912年未亡人によって大学へ贈与されたが，こちらの方は一括管理され，現在
レッキー文庫として新図書館の地下の 1室に開架されており，内外の学生，研究者の利
用に供されている。
19)この賞は50年間にわたって政治経済学の教授であったバステープルの退職を記念して
1933年に創基されたものである。 DublinUniversity Calendar 1972. Dublin, 1972. 
p. 507. 
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バステーブル文庫の名で一般学生の利用に供されているということである 20)。
新図書館に入って窓口の若い係員にバステーブル文庫の蔵書数と目録の有無
を尋ねたら，バステープルその人の名前すら知らない。奥からあらわれた年配
の女性司書に再び同じ質問をすると，蔵書数はすぐにはわかり兼ね，目録はま
だできていないこと，ただバステーブル・コレクションに属するものは総索引
カタログに〔Bastable〕と印しているから， それをみて欲しいとはにかみな
がら答えてくれたので，早速著者カタログを調べてみた。任意に選びだした
H.C. Adams, Emilio Cossa, Luigi Cossa, R.T. Ely, Paul Leroy-Beaulieu, 
Ugo Mazzola, Wilhelm Roscher, Emil Sax, L. von Steinのものにはす
べて例の印が記入されていた。だが不思議なことに AdolfWagner, Alois 
Bischof, von Justi, Francesco Marzanoにはそれがない。試みに彼と因縁
浅からぬ LuigiCossaの著書を2冊貸り出してみると， Primielementi di 
scienza delle finanze. Milano, 1882. 3rd. ed. には p.vi. Indiceの上方の
余白にBastableのサインがあった。 Primaelementi di economia politica, 
volume il : Scienza delle Finanze. Milano, 1893. 6th ed. のタイトル・
ページの前頁の上方余白には Cossaと覚しきサインがあったが， 恐らくこれ
は彼の寄贈本であろう 21)。これらのことから，一般的にはバステーブルの該
博さが間接的に裏付けられると共に，個別的には彼とコッサとのあいだに直接
知的交流のあったことが判明した。 これもささやかな収獲のひとつといえよ
つ。
ところで，今では母校の図書館員にさえ忘れ去られた存在となっているバス
テーブルについて余り知られざる事実をここに紹介しておこう。彼がコーク州
20) Ibid., p. 123. バステーブル文庫の蔵書数について，後日トリニティ・カレッジの経
済学部長 W.J. L. Ryan教授に手紙で問い合わせたところ，確かなことは不明である
が，恐らく 4,5千冊ぐらいであろうとの御返事を得た。
21)この書の剪頭には C.F. Bastable, E. Bohm-Bawerk, P. Leroy-Beaulieu, E. Sax, 
A. Wagnerら当時の著名な教授に対するコッサの献辞がある。
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の FermoyCollegeで学んだ後， トリニティ・カレッジの歴史及び政治学科
へ進み，そこを優秀な成績で卒業したのは1878年のことであった。次の1879年
にはカレッジの政治経済学賞 (1837年創設）の 1位を獲得したけれども 22), 彼
は経済学の研究よりも法律研究に関心を移し， 1881年にはアイルランド弁護士
Irish Bar の資格を得た。 しかしながら，翌年には再び経済学研究に戻り，
1882年に母校の第11代 WhateleyProfessor of Political Economy に就任
した。この Professorshipはオックスフォード大学の DrummondProfess 
-orship of Political Economy (1825年創設）と同じ条件で 1832年に開設され
たものであり，教授はダプリン，オックスフォード，ケンプリッジのローマ市
民法 CivilLaw専攻の卒業生に限られ，しかも 5年以上連続してその職を占
めることが禁じられていた28)。 しかしバステープルの第 1回目の任期中の
1866年に規約が改正され，その結果，彼は自来50年の長きに渡ってこの地位を
独占することができたのである。
彼が経済学の教授職に就いたとほぼ同じ頃，ケンプリッジではマーシャル
(A. Marshall, 1842~1924)がフォーセット (H.Fawcett, 1833~'84) のあとを
追って経済学の正教授に就任 (1885~1908)しており，またオックスフォードで
はプライス (BonamyPrice)が 3度目の経済学教授に再任 (1883~'88)された
が24), 少くとも経済学に関する限り， マーシャルの居たケンプリッジの方が
生気溌剌としていたことは周知の通りである 25)。
22) The Dublin University Calendar for the Year 1880. p. 113. 
23) Trinity College Record Volume. Dublin, 1951. p. 76 & The Dublin University 
Calendar 1833. Dublin, 1833. p. 130. 
24) The Historical Register of the University of Oxford. Oxford, 1888. p. 68. 
25) 1884 (明治17)年から87(明治20)年にかけてケンプリッジに留学していた添田寿一
(1864~1926)は明治20年4月15日発信の書簡で「英国理財学風一斑」を草し，マーシ
ャル，シヂウィックを中心とするフォックスウェル，カニンガム，ケイン，レヴィンら
ケンプリッジ大学講師陣の活躍にふれている。（『国家学会雑誌』第6巻第71号，明治21
年 1月， 875~877ペー ジ）。
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彼の大学外での活躍としては， アイルランド統計協会の名誉書記に就任
フエロー
(1886~'95)したことや1890年11月20日に設立された英国経済協会の初代評議員
に推薦されたことはよく知られているが，彼が学者として生涯で最も華やかな
時期を送ったのは，既に1887年に上梓した「国際貿易論」で名声を獲得してい
た彼が，『諸国民の商業』と『財政学』とを続けて出版した 1892年であろう。
就中， 『財政学jが公刊されるや否や， TheTimesの7月 1日号が書評欄
Books of the weekでこれを早速取り挙げたのを皮切りに， 地元の The
Dublin Evening Mail (7月13日号），雑誌では TheWestminster Review 
(9月号）， EconomicReview (10月号）， TheNation (10月号）， YaleReview 
(11月号）， Journal of Political Economy (12月号）， Economic Journal 
(12月号）， PoliticalScience Quarterly (12月号）が続々と書評を掲載し，英語
で書かれた最初の体系的な財政学教科書として大方の評者はこれを称賛した。
当時，財政学分野の英語で書かれた著作の代表といえば，マカロック (J.R.
McCulloch, 1789~1864), ィリー (R.T.Ely, 1854~1943), アダムズ (H.C.Adams, 
1851~1921), セリグマン (E.R. A. Seligman, 1861~1939)らのものとコッサの
『財政学綱要』 (1876)の英訳本 (1888)ぐらいであった。 しかしながら， マカ
ロックのものは既に陳腐であり，ィリー，アダムズ，セリグマンの著作は租税
論や公債論のように主題全体を包含するものではなく，またコッサのものも価
値があるけれども，余りに簡潔すぎるという欠点をもっていた26)。そこで財
政学研究を志す者は，コッサから入って AloisBischof 27), Francesco Mar-
zano28)を経て， GustavFriedrich von Schonberg29), Gustav Cohn30) 
26) H. W. Farnam's book review on Bastable's Public Finance. (Yale Review, 
Nov. 1892. p. 321.) 
27) Katechismus der Finanzwissenschaft. 1870. 
28) Compendio di Scienza de/le Finanze. 2nd. ed., 1887. 
29) Handbuch der Politischen Okonomie. Dritte Band. 1882. 
30) System der Nationalokonomie. Zweiter Band. Finanzwissenschaft. 1889. 
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に進み，最後にロッシャー，ワグナー，シュタイン，ルロワ・ボーリューに向
うよう手引きされていた31)。 このように， イギリスは経済学の発達において
は先進国の地位にありながら， ドイツ歴史学派の攻勢に押しまくられ，また財
政学の分野では独仏伊の各国語で書かれた著作に頼らざるを得ないという状況
にあったとき，バステープルの著書が姿をあらわしたのであるから，英語国民
の歓迎をうけたのもけだし当然であった。かくして，この書で彼の財政学者と
しての地位は確固たるものになったのである。
該書は我が国へも直ちに移入され33), 盛んに播かれたようであるが， 1899 
（明治32)年には早稲田叢書の 1冊として井上辰九郎と高野岩三郎の協力による
醜訳書が上梓されており，またそれ以前においても井上が単独で訳出したもの
が「東京専門学校講義録」として使用されていたこと，更に時期的にはそれよ
り少し下るけれども， 1909(明治39)年から慶応義塾で「日本のバステープル」
堀江帰一 (1879~1927) が財政学講義で彼の財政学の第 3版 (1903)を訳読して
いたこと 34)をみても，西欧財政学の我が国への導入と普及にあたって， この
書の果した役割は決して小さいものではないであろう。
バステープルの最大の学問的労作が出版された直後にダプリン大学の創立
31) Benjamin, A. E., New Books on Public Finance. (Quarterly Journal of Econo-
mies, vol. IV, April 1890. p. 331.) 
32) 『国家学会雑誌」第6巻第73号，明治26年3月，の「海外新刊書目」（法科大学学生
前田盛江報）にこれが記載されている。（同誌， 1066ペー ジ）
33)大内兵衛「経済学50年 上』 (1959)東大出版会， 116ページ。堀江をバステープルに
なぞらえている大内の見解は正しいが， しかしバステープルの不遇な晩年をかえりみる
とき，彼と奇しくも死亡年が同じであり日本経済学中期における早稲田の代表的経済学
者であった彼とほぼ同時代の塩沢昌貞 (1870~1945)を想起する。
34)高橋誠一郎「経済学 わが師 わが友』（昭和31年）日本評論社， 6ページおよび『随
筆慶応義塾」（昭和46年）再版，慶応通信， 383~386ベー ジ。 • 
なお，堀江の日記の明治38年6月10日の項に「睛天，朝4時間講義，本日よりバステ
ープル財政学を読む……」とある。（『堀江帰ー全集 第10巻』昭和4年， 改造社， 795
ペー ジ。
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300年記念祭が挙行された。 7月5日から 8日までの 4日間，学術関係だけで
254名を数える内外多数の来賓を迎えダプリンは全市をあげての喜接陣をひい
た。折悪しく，アイルランドの独立問題の処理をめぐりブリテン諸島全土で猛
烈な選挙戦が行われていた。グラッドストン(W.E. Gladston, 1809~'98)の率い
る自治承認派 HomeRulersと真向から対立する若獅子チェンバレン (A.N. 
Chamberlain, 1869~1940) の率いる統合派 Unionistのいずれが政権の座を占
めるかはアイルランド国民の運命に大きく係わる問題であったので，人々はひ
とりのこらず固唾を呑んで選挙の帰趨を見守っていた。そのため 300年記念祭
は選挙戦にくらべともすれば霞がちであったが，それでも地元の新聞は連日式
典や行事について報道し，祭の雰囲気をもりあげて行った。なかでも圧巻は世
界的に著名な学者への名誉学位贈呈式と彼ら名士の講演であった。経済学者に
限ってみると，名誉法学博士号を授与されたのは，ルロア・ボーリューとワグ
ナーであったし，また最終日の 8日にトリニティの学生達に向けて講演を行っ
たのもこの両人であった35)。来賓として馳せ参じた外国名士のなかには，彼
らの他にイリー，ニューカム，ロッシャー，クナップ，レオン・セイと当時の
鍔々たる学者の名前がみえるが，コッサもまたその頃ダブリンを訪れたひとり
であった様である 36)。だとすれば， 1892年7月5日から 9日の間にパヴィア
35)彼らはそれぞれ自国語で講演したが， それの内容については次のものを参看せよ。
Records of the Tercentenary Festival of the University of Dublin held 5th to 8th 
July, 1892. Dublin, 1894. pp. 254~256, 264~268. 
因みに，この記念式典を8日と 9日の両日にわたって報道した TheTimes (7月9
日号）は， 8日の講演者のひとりをルロア・ボーリューではなく， レオン・セイと誤記
している。
36)バステーブルが名を連ねていたアイルランド統計協会では， 1892年6月27日の第6回
例会でダプリン大学の 300年祭に参加するためダプリンを訪れる著名な経済学者と法学
者を協会の名誉会員に推腐する決議を行ったが，そのなかにコッサの名がルロア・ボー
リューとレオン・セイの名前と共にみえる。 (Journal of Statistical and Social 
Inquiry of Ireland, vol. lX, part LXXII. August 1892. p. 649.) 
ところが，ボーリューとセイの記念式典参加の公式記録は残っているけれども，コッ
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大学教授のコッサ，フランス協会代表のルロア・ボーリュー，ベルリン大学教
授のワグナーという当代一流の財政学者達が奇しくもダブリンで遊返したこと
になる。彼らと面談の機会を得て，バステープルの感懐やいかばかりであった
ろう。
しかしながら，彼の晩年は不遇であったといえよう。 19世紀の80年代から20
世紀の20年代までの長きにわたってアイルランドの学術の殿堂， トリニティで
経済・法律関係の教授職に絶大な影響を及ぽしていたバステープルが，第2次
大戦も終幕を迎えた1945年 1月 3日に90オでこの世を去ったとき，これを報じ
たのは週刊紙の TimesPictorialとIrishWeekly Independntの2紙にす
ぎず，それも僅か2,3行であった。ダプリンの有力紙である TheFreeman's 
Journalゃ DublinEvening Mailなどには彼に関する記事が全く掲載され
なかった。戦死者が続出し彼らに関する死亡記事で紙面に余裕のなかった時期
とはいえ，ダプリン市民は彼をもはや過去の人として取扱ったのである。これ
はイングランドにも当てはまることである。 TheTimesを含むロンドン各紙
もバステープルの追悼記事は勿論のこと死亡記事すらのせなかった。
このような世間の冷い反応に比べ， EconomicJournalは， イギリス経済
協会（現在の王立経済学会）の初代評議員であった彼の学問的功蹟を賛え， 1945
年4月号に J.G. Smithの追悼記事を掲載し， また英国学士院会報第31巻
〔1946〕には， 1921年以来学士院会員であった彼のもう 1人の弟子ダンカン
(G. A. Duncan)による冷静であるけれども温かい追憶文が掲録された。
バステープルの晩年すごした住居は Rathgar区の 52Briton Roadにあ
サについては全く見当らない。統計協会の第7回例会の議事録にも上記に関連した記事
が載っていなかった。しかしながら，協会は1892年7月9日， MolesworthStreetにあ
る協会の例会場の LeinsterLecture Hallの式典参加の著名な法学者や経済学者を朝
食会に招待し，その結果，「大陸の経済学者のレオン・セイ，ルイギ・コッサ， P・ルロ
ア・ボーリューを……名誉会員のリストに加えた」そうである。 (Black,R. D. C., The 
Statistical and Social Inquiry Society of Ireland, Centenary Volume 1847~1947. 
Dublin, 1947. p. 40.) 
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る。 CollegeStreetの近くの D'OlierStreetのバス停から15Aの2階バスに
乗って南へ約15分， TerenureRoad Eastの中程で降りると， 小奇麗な同型
のフラットが通りを狭んで両側に建ち並ぶ静閑な住宅地プライトン道路につき
あたる。フラット52号を訪れたら，人の好さそうな中年の夫妻が現われた。バ
ステープル家とは何のゆかりもない人達だそうである。それでもバステープル
について2,3質問すると， 20年以上も前のことなので解らないという答えが
返って来た。近くに住む老婦人なら「その人」の事を何か知っているかもしれ
ないと親切に教えてくれたので，早速そこを訪れてみたが生憎留守のようだ。
収獲はゼロ。なす術もなく，立派な口髭をたくわえステッキをつきながらこの
近辺で散歩を楽しんだであろうバステープル老人の姿を険に描きながらもと来
た道をとってかえした。
2. キルケニーにて
Heuston Stationからキルケニー経由ワタフォード Waterford行きの汽
車に乗り小雨煙るダプリン市に別れを告げたのは24日午前9時20分であった。
雲低くたれ下がったアイルランドの田園風景を車窓から眺めながら，時々沿線
の景色をカメラにおさめた。キルデア Kildareあたりに近ずくと雨も止み太
陽が時々顔をみせ始めた。約3時間の汽車旅行を楽しんだ後，＇キルケニーに到
着した。駅の標示板にはゲール語でCilChoinnigと記されている。 Church
of St. Caniceという意味の通り，ここにはアイルランドで最も美しい13世紀
の寺院 St.Canice's Cathedralが町の北端に建っており，小高い位置にある
駅から境内の高さ100フィートに及ぶ円塔RoundTowerを望むことができる。
中世アイルランドの中心として早くから知られていキルケニーには，町を二
分して流れている清らかなノーア川 RiverNoreの堤上にロマンチックのな
かにも威厳に満ちたキルケニー城がそびえている。 13世紀の初めに築かれたも
ので， 1391年から1935年までアイルランドの有名な貴族，バトラ一家代々の居
城であったけれども，現在は同家から市に贈与され市民の憩いの場になってい
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る。道の向い側には近代的な装をしたアイルランド物産の展示場がある。 1965
年に輸出庁の開設したこの国の産業デザイン・センクー KilkennyDesign 
Workshopがそれであるが，中世と現代の建物が共存している様はこの町を
象徴するものとして極めて興味深い。
小さな町の真中には市民ホールがある。 1761年に建てられたもので， 1230年
以降の市の古文書が保管されていることで有名であり，昔は内陸交通路の要衝
を占めたこの町の通行税徴収所や取引所であったところだ。
街の大通り ParliamentStreetの中程に RotheHouseがある。現在はキ
ルケニー考古学会附属の図書館兼博物館になっているが， 1594年に建てられた
この建物はテューダー王朝期のアイルランド商人の典型的な屋敷として貴重な
存在である。創建者の Rothe家の一族はクロムウェルのアイルランド征服に
抵抗し，アイルランドにおいてステュアート僣称者に決定的敗北をもたらした
ボインの戦 (1690)に加わり， その結果大陸へ亡命し， フランス陸軍のなかで
Rothe連隊を編成して）レイ王朝に忠誠を尽した勇猛果敢な人達であり， 同家
の女性もまた悲劇の妃マリー・アントワネットのお側に仕えた人々であった。
この国には母国を捨てて外国に活路を求めた類似の悲話が数多くあるけれど
も37), この歴史的事実がいまだにアイルランドの近代化に投影していること
は否みえないであろう。
駅から町の中心街に通じる JohnStreet Lower沿いにキルケニー・カレッ
ジがある。 RotheHouseの係員から聞いたとおり，古びた門構えで，正面の
青い潜戸の上にはバトラ一家のオーモンド公によって創設された年を示す「A
D. 1684」という文字が石に彫ってはめこんであった。ジョージ・バークリが
4年間学んだこの学校は「アイルランドのイートン校」と呼ばれるほどの名門
で， Swift,Congreve, そしてバークリの生涯の友人でダプリン協会 (1731)の
創始者のひとりである ThomasPriorなど，勝れたアイルランド人士を輩出
37)拙稿，前出論文（『関大経済論集』第18巻第3号， 6ページ）参看。
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したこの国最高のグランマー・スクールであったが，現在もそうであるかどう
かは知らない。しかしながら，アングロ・アイリッシュの典型的人物といわれ
る植民資本家 settlercapitalistの Cork,地主的貴族の Ormond,新教徒の
愛国者 Swiftas)のうち 2人までこの学校の関係者であることをみても，ここ
が如何に個性の強いスクールであったか充分に推察できる。荘厳な宗教的雰囲
気と美しい環境のなかで多感な少年時代をすごしたバークリにこの地の教育の
及ぼした影響は測りしれないものがあったであろう。この学校も，余人ではな
くバークリが卒業生であることを今なお誇りに思っていることは，正門を入っ
てすぐ左側のホールの壁に次のような献辞を刻んだ板石のはめこまれているこ
とからよく察知できる。
BERKELEY MEMORIAL 
ERECTED IN MEMORY OF 
GEORGE BERKELY 
WORLD-FAMOUS PHILOSOPHER 
BORN NEAR KILKENNY 1685 
HALL 
PUPIL OF KILKENNY COLLEGE 1666-1700 
BISHOP OF CLOYN 1734 
DIED 1753 
HEADMASTER 
C. G. SHANKEY MA., BE 
1950 
昨晩は何処の教会からであろうか，神秘な町の暗闇を美しく響き渡る鐘の音
色に旅の疲が癒された。翌朝まだ眠りのさめぬ静かな街の通りを駅へ急ぐ。 12
時25分，ょうやくワタフォード行の汽車がプラットフォ;._ムを離れた。たった
ひと夜にすぎなかったけれども，行きずりの旅人の心にこの国の悲しい歴史と
人々の厚き信仰心を強く印象づけたキルケニーに車窓から別れを告げる。トー
マスタウンに近ずいたとき，時間の都合で今回は訪問を断念せざるをえなかっ
38) FitzGerald, B., The Anglo-Irish 1602~1745. London & New York, 1952. p. 13. 
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たバークリの生れ故郷キJレクリン Kilcrin39) をなぜか憶い出した。やがて汽
車は終点のワタフォードに着いた。薄ら寒い日曜のしかも冷雨のなかで全く動
きがとれない。港町の図書館も美術館もすぺて休みだ。観光は Reginald's 
Tower以外にめぽしいものがない。コーク行のコーチの出発時刻午後 5時40
分までかなり時間的余裕がある。暖房のきいた近代的な鉄道駅の待合室で旅の
最終地クロインでの計画をもう一度検討してみる。
埠頭のバス・デボウからコーチが発車する頃，雨もあがり日が照りはじめ
た。コーク市まで約 3時間の旅だ。途中，小高い丘あり，広々とした牧場あ
り，また海沿いの道を走ったりで，夕陽に映える景色の変化を堪能する。この
国の自然の美しさは昨年夏に訪れたスコットランドの高地地方によく似てい
る。アイルランド南部地方の中心都市コークに着いたのは9時を少しすぎてい
た。
3. クロインにて
人口12万の都市コークの朝はさすがに賑いがある。街の真中のバス・デボウ
からクロイン行のコーチに乗る。この路線はウィークデイで日に 4本しか車が
でていない。コーク市から東南へ20マイルの道程を約 1時間走ってクロインに
着いた。小高い丘に囲まれた長閑な村には，バス・ストップを中心にして四方
ヘ道が放射している。東と南の通りに郵便局や小さな商店が集まり，北には幼
稚園，東には新らしい教会が建っている。村人の身なりも清楚で，住宅はお世
辞にも立派とはいえないけれども，決して不潔ではない。村の南の入口には，
道をはさんで東側に St.Colman's Cathedralがあり， 反対側に村の円塔
Round Towerが立っている。
St. Colman's Cathedralは7世紀にクロイン主教区の基礎を築いた St.
39)従来バークリの生地は Thomastown近郊の DysertCastleといわれていたが（例
えばDNBのバークリの項をみよ）， A.A. Luceの調査によると，それはキルケニー郊
外のキルクリンとのことである。
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Colman (522~604)を記念して1200年頃建てられたものである。正面入口は閉
鎖されたままであるので，毀れかかった北側の低い戸口から120フィートのやや
薄暗い本堂へ足を踏み入れると，ここの監督であった BennetとBrinkleyの
銘板がすぐに目にとまった。北の翼堂 NorthTranseptはバークリの記念堂
になっている。聖書を左手で胸に抱きながら寝棺 altartombの上で静かに眠
っているバークリとその足元にすわって遺体を守るライオンの彫像 (A.B. Joy 
の作品）が入口の側に置いてある。頭の向けられた壁には， かつてバークリの
過したロード・アイランドの監督の献題がタブレットに彫って掛けられてい
る。北側と東側の窓は彩色豊かなステーンド・グラスで飾られ，床には1751年
に没した彼の次男の埋葬場所を示す「B」という文字を刻んだ板石がはめこん
である。これらの記念碑はアメリカ，イングランド，スコットランドおよびア
イルランドの善男善女の寄進によって1890年につくられたものである。
正門のすぐ前にはアイルランド特有の円塔が直立している。塔の歴史は聖堂
のそれよりも古く，デーン人の海賊がアイルランド各地を襲撃していた 9世紀
にまで遡る。当時この地に彼らが侵入して来たとき，見張り番の急報で僧侶達
が直ちに聖典，銀，祭服などの貴重品を塔の中に運び込み， 3フィートの高さ
にある入口の戸を堅く鎖したので，危く財宝の略奪をまぬがれたというエピソ
ードをこの塔は秘めている。鐘楼を兼ねた塔の高さは元来92フィートあった
が， 1749年の落雷で円錐形の屋根がふっ飛んでしまったそうである。堂守りの
婦人に鍵を借りて登ってみると，内部は木製の階段と舞り場が交互になって上
まで続いている。頂上からの眺めは恐らく素晴らしいものであろうが，手入れ
が行き届いてないとみえ，階段が腐りかけており，危険を感じたので，残念な
がら 2階で登段を中止した。
この地ではバークリ関係の資料を求め得べくもない。 1237年以来の聖堂やこ
の教区に関係するあらゆる事件を記録した，いわゆる教会年報 PipeRollは
ダブリンの記録保管所へ移されたのち， 1922年の火災ですべて焼失したからで
ある。
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帰りのコーチの発車時刻までかなり間があるので，東の小高い丘の頂きにあ
る城趾まで登ってみた。牧場を横切り，やや急な斜面をのぼり切っていま来た
径を振りかえってみれば，クロイン村が一望の下に見渡せる。左手造か彼方に
Ballycottonの海を眺め，右手には CorkHarbourが手にとるように望見で
きる。汗ばんだ肌に微風が心地よい。美しい自然の景観のなかに立って，ここ
が240年前とはいえ「きわめて肥沃で気候温和な土地に生活しながら，その人
民は一般にきわめて困窮し，悲惨な状態」（第2部質問3)40)にあったところと
はとても想像できない。
しかしながら，バークリがこの村に居を構え，クロインの貧民にみずから義
捐活動や医療扶助活動を行っていた時期は，確かにアイルランド社会経済史の
なかで最も困難な時代であった。教区で観察した事実を基礎にして展開した思
考過程の成果であり， 18世紀前半におけるアイルランドの経済状態に関する知
識を豊かにする著作41)のひとつでもある『問いただす人』のなかで，バーク
リは当時の社会の状態を次のように描写している。「無気力が禰漫している島」
（第2部質問172)アイルランドの土着民は， 「キリスト教世界の中でもっとも怠
惰で不精な国民」（第2部質問183)であり，享楽を求める少数の上流階級は「虚
栄と贅沢」（第1部質問171)に耽り，多数の「乞食じみた，みじめな窮迫した民
衆」（第1部質問138)は「冷た＜湿気の多い貧相な住居」（第2部質問246)に棲息
し，履くべき靴もなく，馬鈴薯でやっと飢を凌ぐという「不潔と飢餓と赤貧」
（第1部質問112)の状態であるにも拘らず， 「あれこれと口実を見つけては欽酒
にふけり，一年の半分は遊んで暮らしている。」（第3部質問258)また婦人の中
には，アクセサリーや高価なケーキなどを求め， 「これと引きかえに生活必需
品を，衣食にこと欠いているわが子からとり上げて引き渡す」（第1部質問179)
ものも多く，男女を問わず人間として恥づかしい行為を人々は平然とおこなっ
40)前掲，邦訳「問いただす人』。以下同様訳書の番号のみ示す。
41) Dunlop. R., Bishop Berkeley on Ireland. (Contemporary Review, vol. 129. p. 
763) 
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ている。その結果，この国では「多くの道が草むし，土地は耕やされず，家は
荒れはて」（第3部質問2), 世間には孤児や捨子が殖え， 島全体が「泥棒や乞
食の住むもの悲しい国」（第2部質問246)になりさがっている。
バークリはこのようにアイルランドの病状を極めて冷厳に診断したのち，こ
の国に経済的回復力のあることを確信して（第2部質問1), そのための処方箋
を書いたのである。
ところで，彼の希求した究極目標とは， 「羊毛の切れ地や織物を身につけ，
良質のパン，牛肉や羊肉，家禽や，魚をふんだんに食べ，エールや蜂密酒や林
檎酒を飲み，煉瓦や大理石で建てられた上品な家に住み，美しい公園や庭園で
楽しみ，しかも外国からは食物や衣類の輸入を仰がないような人々からなる社
会や国家」（第1部質問129)を造成することであったが，当面の目標としては，
「豊かな衣食住を享受し，街頭には一人の乞食もいない立派な町」（第1部質問
284)をつくり，すべての人々が「腹いっぱいの食事と暖かな衣服」（第2部質問
179)を享受できる水準へこの国を導くことであった。
さてクロインの地に立って，アイルランドの現状を顧りみるとき， それが
「当面の目標」に曲りなりにも近づきつつあるとみてよいであろう。昼食時と
バスの待ち時間を費すために村でただ 1軒の TowerBarへ入ったとき言葉
を交わしたお客の村人，そして歩いているとむらがって来た人懐しい村の子供
達の身なりや表情には少しの蔭りも見出せなかった。またここではダブリンや
キルケニーで時折りみかけた物貰いにも全く出くわさなかった。
5時発のバスで帰路に着いたとき，今回の短い旅行中の出来事が走馬灯のよ
うに脳裡を掠めていった。時間の都合で，コーク近郊のバステープルの生誕地
Charle vileと彼が少年時代に学んだ FermoyCollegeを訪れることができ
なかったのは非常に心残りであるけれども，これまで書物のうえでしか知らな
かったアイルランドが今回の旅を契機に，極めて身近に感じるようになったの
は，筆者にとって最大の収獲であった。
(1973.10.10.) 
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